
浜の情報：県南水産業普及指導センター 

令和６年１１月１５日 

 

【養殖クルマエビの本格出荷開始】 

 

令和６年１１月１日（金）、南島原市の深江町漁協が行っている養殖クルマエビの 

本格出荷が始まりました。 

 

 １１月１３日（水）には、組合長やクルマエビ養殖に関わる職員が南島原市庁舎を 

訪問し、市長に今年度の出荷が始まったことの報告と併せて丹精込めて育てられた 

クルマエビの贈呈が行われました。 

 今年度は昨年度よりも多い約１５トンの出荷を見込んでいると報告されました。 

 

 翌１４日（木）も早朝から水揚げが行われ、大きさごとに仕分けされた後、１kg 

ずつ計量され、おが粉と一緒に箱詰めされていました。 

 この日のクルマエビは１５㎝前後のサイズで、１００箱を超える数が県漁連を通し 

て大阪や和歌山などの関西方面の市場に出荷されます。 

 

 すでに多くのお客さんから FAX などで注文があり、直売所での販売、市場出荷と 

同時に地方発送を行い、年末が近づくと職員総出での出荷作業に当たるそうです。 

 

 ICT の技術を使った飼育管理を行い、自慢のクルマエビに育ちました。 

 有明海で育ったクルマエビ。深江町漁協がご注文をお待ちしてます。 

 

 

 養殖池から水揚げされ、仕分け待ち      箱詰め中のクルマエビ 

 

 この日のクルマエビの測定（約１５㎝）   直売所（出荷作業場に併設） 



 

 


